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 Abstract : Various colors are used for things that we use in daily life. Color combinations are important for  design, and have a great 
 influence on image or human  kansei. The purpose of this study is to model the relation between two-color combinations and human 
emotions, and to apply it to the design support. In this paper, we propose emotion two-color combination models generated by the 
quantification theory type I. First, harmonized two-color combinations are generated by color harmony  theories, and these color 
combinations are evaluated by  the semantic differential method in order to clarify the relation between two-color combinations and 
basic emotions.  Next, statistical models concerning emotions and color combinations are generated by analyzing acquired data using 
quantification theory type  I. We applied these models to a uniform color combination system. Related models of image words of 
sport and emotions were generated, and these were combined with emotion two-color combination models.  Finally, we constructed a
simplified uniform color combination  system, and  confirmed effectiveness of models. 
 Keywords :  Calm  Combination Model, Emotion,  Quantification Theory,  Uniform
1.は じ め に
我 々が 口常生活で扱 う物や活動する空問には,様々な「色」
が川い られている.ま た.一 色だけで な く2色 以上の配色
として用いられている、例えば,建 物や衣服など全ての物に
何 らかの色が付けられている,こ れら用い られる色により,
使う人の気分を高めた り,落 ち着かせた りするなど.心 理的
な効果 も期待で きる,
このような色や配色などの色彩についてのイメージや人間
に 与え る一'般的 な感性 につい て,様 々に調べ られ ている
[且一6],例えば,南 雲は様々なイメージ語に対 して合う色を示
している[1],また小林はSOFT.HARD軸とCOOL.WARM
軸 とで構成される2次 元のマ ップ ヒに,関 連のあるイメージ
語 と配色を配置 した配色 イメー ジスケー ルを作成 している
[2.4].この イメージスケールとファジ ィ理論を利用した配色
評価システムについても,研 究が行われている[7,8]、
これらは.色 や配色を見た ときに,一 般的に人が感 じるこ
とをまとめた ものである.したがって、対象物に関するイメー
ジや,そ の ものを利用する状況 などは考慮されていない,す
なわち,物 にはそれを使う用途や様 々なシチュエーションが
あ り,そ れ らと配色 とが関係しあって イメージや感性,感 情
が生起 されると考え られる.例 えば花束 を送る場 合だ と,ど
の ような人にどの ような状況 〔卒業式,母 の[・iなど)で プレ
ゼ ントするか.ど のような気持 ちを込めて送るのか となどを
考えて,花 の色等 を選んでいる.ま た,ス ポーツチームのユ
ニフォームの色を考えた場 合,配 色を決定する要因にチーム
の コンセプ トやプレイスタイル等 も加味 されて くると疹えら
れる.し かL,こ れらまで含めて色や配色と感性 との関係を
考えると,対 象物特有の問題が存在するため.複 雑 な問題 と
なる.
本研究では.様 々な物に対'Lて人の感性 を考慮 した配色を
得ることをh的 としている.従 来の感性工学の手法[9]で
は.デ ザ イン要素 の中に色の項 目が 含め られてい る[10,
1月.しか し,配 色を含めて考えるとその組合せは無数にあ
るため、デザ イン要素 として・般 化 して記述することは難L
い.ま た.感 性デー タを得るためのアンケー ト実験に必要 な
サ ンプルが ト分に得られない可能性がある.さ らに,ヒ 述の
配色 イメージスケールのような一般的な感性語、 イメージ語
と配色 との対応モデルを用いると,対 象物特 有の イメージや
感性に合わないケースがあると考え られる.
一方,人 間は喜怒哀楽などの感情を持 ってお り,心 理的な
根幹 をなしている.ま た,こ れ らの感情 と様々な物 との触れ
合いを通 して,物 に対する感性が生起 されると考えられる.
そこで本論文では,2色 配色について考え.全 ての感性語
に対 して配色を対'応させるようなモデルにするのではなく,
基本r白な感情語 〔楽 しみ,怒 り.等}に 対す る2色 配 色モ
デルを構築する,そ して,こ の感1情配色モデルと.対 象物 を
イメージす る感性語 とを結びつ けることを試 みる,す なわ
ち,対 象物 に対 して様々にイメージする感性語を入力 し、そ
の イメージと関連づけ られた感情配色モデルより,配 色を提
示することを考える.そ こで,ま ず配色理論 を用いて調和す
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る配色を作成 し,こ れらの配色と基本的な感情 との関係を明
らかにするためアンケート実験 を行 う,そして,得られたデー
タを数量化1類に より分析 し.感 情 と配色に関する統計モデ
ルを作成することを試みる,
また.こ のモデ ル応用例 と して スポ ー ツチ ームのユニ
フォームの配色について考える.ス ポーツに関するアンケー
トデータより.ス ポーッやチームプレイなどのイメージ話と
感情 との関係を明らかにするモデルを作成 し,こ れを感情配
色モデルと組み合わす.そ して,ユ ーザの感情やイメージに
合ったユニ フォーム配色を提示することを試みる.
2.配色理論による2色配色
2色配色は,色 が組み合わ されて構成されるため.無 限に
存在する.し たがって,全 ての配色について取 り扱 うような
モデル作成は困難である,し か し,H常 的に使う配色は調和
が取 れてい ることが重要であ り,必 要のない配色 も存在す
る,そ こで,調 和が取れた配色のみを扱 うもの とし,本 研究
では色彩理論を利用 した配色作成 を試みる,こ れら作成 した
配色を用いて,感 情配色モデルを構築する,
2,1色相と トー ン
PCCS(日本色研配邑体系)は,配 色コーデ ィネー トで用
いられやすいように,色相(huωと トー ン{tOlle)で成 り立っ
た色表システムである[12],PCCSの色相は24色相で定義
されているが,本 研究では図1に 示す12色 相を用いる.ま
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る.こ れらの同 じアンダートーン同士の色相を組み合わ し,
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赤
紫1徽 一
∴曳幽グ
緑青
青緑
緑
図3色 相環における同系色相,類 似色相,反 対色相
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
ー
?
?
?
Plεcla且
やさしし 轡 孟 ・,g・
明 い??
㊥ ⑧
dep
濃 い
Ψiid
鮮 や か
低 〈 一 一一一一 一彩 度 一一一 一一一 〉 高
図2ト ー ン
◎ 同 系 色 相 配 色
(イエ ロー ア ン 夢一 トー ン,赤)
pa:o-vividvivid-tood乱1・kpal已一100dark
■ ■
◎ 類似 色相 配色
(ブルーアンダー トー ン,青 紫/青)
v1Vldpal{ヨtoodark
@反 対 色 相 配 色
(イエ ロー ア ン タ'一トー ン,緑 青/黄 榿)
、・i、idpaleto{}da1'k
■
図4色 相調和による配色の例
776
数量化1類 による感情配色モデルとユニフオーム配色への応用
2.3色彩調和による2色 配色
PCCSの色彩調和論[12]の色彩調和の形式 として,同 系
の調和,類 似の調和,対 照の調和がある.こ れは,色 相 また
は トーンが同系,類 似関係,対 照関係にある2色 は,調 和
す るとい うものであ る.そ こで、この3つ の調和 の考 え方
を導 入 し.色 相 を基本に図3に 示す同系色相,類 似色相,
反対色相の組み合わせ を用いた配色の方法を導入する.
◎同系色相配色
同 じ色相内の トーンを組み合わせ,配 色を作成する.色 の
濃淡 ・色調で変化をつけた,ま とまりやすい配色となる,図
3の 「赤 」 の 場 合,同 じ色 相 内 の 「pale」「vivid」「too
dark」を組み合わせて配色を作成する.
◎類似色相配色
隣 り合う色相の色同士を組み合わせ,配 色を作成する、 自
然でな じみやすい配色となる.図3の 「赤」の場合,「赤紫」
と 「赤燈」が組み合わせの候補 となる.
◎反対色相配色
ある色相に対 して,色 相環上で向かい合 う色相 を中心 に
90度内にある色相 を組み合わせ,配 邑を作成する.対 比が
強 くよく目立つ配色となる,図3の 「赤」の場合,「緑」「青
緑」「緑青」が組み合わせの候補となる,
類似色相配色と反対 色相配色に関 しては,2、2で述べたカ
ラーアンダー トー ンシステムを用いるこ とに し,同 じア ン
ダー トー ン同士の色の配色とする.例 えば,「赤」はイエ ロー
アンダートーンであるので,類 似色相配色の場合は 「赤燈」
との配色は用いるが,「赤紫」 との配色は用いない,ま た,
反対色相配色 も同様に考え,「赤」は 「緑青」のみで配 色を
溝成する.
今回は,組 み合わせを減らし,簡 単なモデルを日指すこと
とする、 したがって,川 いる トー ンを 「Ψivid」「pale」「bo
dark」の3つ とする.「vivid」は彩度が高 く,最 も色rl未を帯
びる トーンである.ま た,「pale」は明度が高 く彩度が低 く,
「toodnrk」は明度 も彩度 も低い,し たがって.差 が明確な
ので,印 象の違いがはっき り出やすい と考 え,こ の3つ を
使川することとした.実 際の配色は,同 系色相配色の場 合.
この3つ の トー ンの組み 合わせに より配 色を作 成す る、 ま
た.類 似色相配色と反対色相配色は,同 じトーン同士の配色
とする.以 一Lより作成 される配色伊1を図4に 示す.
2,4無彩色との2色 配色
2.3では有彩色同土の配色であ り,無 彩色に関する配色は
含まれていない,そ こで,無 彩色と有彩色の配色を考える.
ここでは,図1の 色相環か ら基本色6色1赤,黄 榿,黄,緑,
青,紫}.ト ー ン3パ ター ン(vivid,pal巴,toodark!の組
み合わせにより得られる有彩 色と,無彩 色3色 〔黒.灰,白)
の組み合わせの配色を用いる.
3.数量化1類 による感情配色モデルの構築
ここでは,第2章 の配 色と感情 との結 び付けを行い,感
情 配 色 モ デ ル の 構 築 を行 う,モ デ ル は 、 ア ン ケ ー トデ ー タ を
解 析 す る こ と に よ り作 成 す る,ま た,2.3の3つ の 配 色 パ タ ー
ン と2,4の 無 彩 色 の パ タ ー ン ご とに,各 感 情 の モ デ ル がf1≡成
され る.
3.1感'「青 言吾
本研究で用いる感情語 は,人 間の基本的な感情 を表す言葉
とする.色 に関する イメージについては.文献[2]や[12]
で示 されてお り,こ れ らの文献で使われているイメージ語か
ら,基 本的な感情を表 している言葉をピックアップした.そ
して,感 情の分類分け[13]を参考に,使 用する9つ の感
情語を選出 した.選 出 した感情語は,「喜び」「悲 しみ」「怒 り」
「楽 しい」「安 らぎ」「不安」「落ち着 く」「厳 しい」「元気」で
ある.そ れぞれの感情語に対応する配色モデルを作ることに
する.
3.2ア ンケー ト評価実験
2.3の色彩理論に基づいて作成 した配色から,見 た1-iヒよ
く似た配色 を除い た56枚(同 系30枚.類 似16枚,反 対
10枚)の有彩色の配色パ ターンを用意 した.ま た,2.4の無
彩色 と有彩色の配色パ ター ンを54枚用意 した,こ れ らの配
色を実際 にパ ソコンの画面 にII⊥1力し,9つ の感情語に関 し
て.5段 階のSD法評 価実験 をで」fった.す なわち,出 力 され
た配色を見て,そ れぞれの感情語に対 し 「思 う一思わない」
を5段 階で評価 してもらった、
実験の被験者は,脊 彩色の配色パ ターンの実験では男性6
名,女性14名 の計20名で,年 齢層は18才 一40代である,
無彩 色の配色パ ター ンの被験者は,男 性8名,女 性12名 の
計20名 で,年 齢層は18才 ～20代である.
3,3数量化1類 による分析 とモデル化
SD評価法アンケー ト実験で得られたデータか ら,特定の感
情を実現す る色の要素 を明らかにするために,数 量化1類で
分析する,そ れによ り,各 色相の配 色の要素が特定の感情 に
及ほす影響度や,色相の重要さの順位が明 らかになる,ま た,
この分折結果を利川 し感情と配色のモデル化が可能である,
ここでは,同 系色相配色,類 似色相配色.反 対色相配色と
無彩色配色の4つ のモデ ルをそれぞれ作 成す る.各 配 色法
のア イテムーカテ ゴリーを表1に 示す.感 情語 ごとに,SD
法評価実験で得 られた評lllli平均値を外的理;準とし,各 配色の
カテゴリーを説明変数として分析を行った,
分析結果のllJから,「喜び」の同系色相,「悲 しみ」の類系
色相,「喜 び」の無彩 色配色の結果を表2に 示す.そ れぞれ
表中のスコアは,数 量化 したカテゴリーの値を各アイテム
内で1F均値が0と なるよう基準化 した ものである.
表2(a)の 分析結果よil、色相内での最高値は赤 且.026,
色調がpale-vividの0.676となるので,同 系色相配色で 「喜
び」を最も表すのは 「赤,1〕ale-vivid」となる.同 じように
表21b〕か らは,類 系色相配色で 「悲 しみ」を最 も表す配
色は 「紫一青紫,【oodark」となる,以.ヒの ように,4つ の
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配色法ごとに各感情のモデルが得られた.な お,全 モデルに
おいて どの程度正確に実際の評価値を予測 しているか評価す
るために,重相関係数を算出 した.全モデルの重相関係数は,
0.8以上の高い値を示 した,し たがって,こ れらのモデ ルと
感情は適合 している といえる.
3.4配色の傾向による感情の分類
3.3で作 成 した感情配 色モデルよ り得 られる配 色を比較
し,感情語 ごとの傾向を調べた.そ の結果,「喜び」「楽 しい」
「元気」の配色は,同 系色相,類 系色相,反 対 包相とも,暖
色系1赤,榿,黄 な ど)のvivid色を使用 した配色であ り,
無彩 色を含めた配 色も暖 色系のvjvid色と白を使った組み合
わせであった,し たがって,こ れらの感情語問には強い相関
がみ られる,こ れ以外の他の感1麿語間で も同 じように強い相
関がみ られた.ま とめたものを表3に 示す,
表 より,似 た感情語が まとまり,4つ の グループがで きて
いることが分かる.以上 より,「喜び」「楽 しい」を表す配色,
「怒 り」「厳 しい」を表す配色,「不安」「悲 しみ」を表す配色,
「落ち着 く」「安 らぎ」を表す配邑があ り.感情 と配色との関
係が大 き く4つ あ ることが分かる.こ れら4つ を感情配 色
モデルとして使用する.
表1各 配色法のアイテムとカデゴリー
同系色相配色
アイテム
色相
色調
カ テ ゴリー
赤
赤榿
黄榿
黄
黄緑
緑
青緑
緑青
?
青紫
紫
赤紫
pl-w
pl-td
w-td
反対色相配色
アイテム
色相
類似色相配色
アイテム
色相
色調
色調
カテ ゴ リー
紫 一赤紫
紫 一青紫
青 紫 一青
赤 一赤榿
赤榿一黄榿
黄榿 一黄
黄 一黄緑
vivid
pale
toodark
カ テゴ リー
緑 一紫
緑 一赤紫
緑青 一赤 橦
緑青一黄榿
緑 青 一赤
vivid
pale
toodark
無彩色配色
アイテム
色相
色調
無彩色
カテ ゴ リー
赤
黄榿
黄
緑
青
紫
vivb
toodark
pale
黒
臼
灰
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表2数 量化1類による分析結果
(a)同系色相配色 「喜び」の結果
アイテム
色相
色調
カテゴリー
赤
赤櫨
黄榿
黄
黄緑
緑
青緑
緑青
青
青紫
紫
赤紫
pl-w
pl-td
w-td
スコア
1、026
O.742
O.294
O,559
O.092
O,101
O.023
一〇.76
一〇,96
一1.35
一〇.61
0.875
0.676
一〇、871
O、048
レンジ
2、376
1.547
(b)類系色相配色 「悲 しみ」の結果
アイテム
色相
色調
カテ ゴ リー
紫 一赤紫
紫 一青紫
青 紫 一青
赤 一赤櫨
赤櫨 一黄 橿
黄 榿 一黄
黄 一黄緑
vivld
P日le
toodark
スコア
0,105
1.388
1.338
一〇.687
一〇.637
一〇、55i
一〇,418
一〇,592
O.293
α743
レンジ
2.075
1.335
(C)無彩色配色 「喜び」の結果
アイテム
色相
色調
無彩色
カテ ゴ リー
赤
黄榿?
緑?
紫
vivid
toodark
pale
黒
白
灰
スコア
O、623
O.306
O.095
一〇266
一〇,688
一〇、071
0.579
一〇.855
O.276
一〇.438
O.573
一〇.135
レンジ
1β11
1.433
1.011
表3配 色モデルのグループ分け
感II青語
喜び,楽 しい,元気
怒D,厳 しい
不 安,悲 しみ
落ち着 く,安 らぎ
醒己色ノ咤ター ン
暖色系(赤,榿,黄 など)のvMd色 を使用 した配色
暖色 系のvivid色と白
赤 や紫のtoodark色を使 った配 色
赤 のtoodark,vivid色と 黒
寒色 系(青 な ど)のtoodark色を使 った 配色
寒 色系のtoodark色と黒
緑や黄色のp自le色を使った配色
青,緑 色 のpaleと白
数量化1類による感情配色モデルとユニフォーム配色への応用
4.ユニ フォーム配色への応用
第3章 で得 られた感情配色モデルを用いて,ス ポーッチー
ムのユニフ寸一ムの配色への応用を試みる.作 成するシステ
ムの流れを図5に 示す.ま ず,ス ポー ツに関す るイメージ
語が入力される.こ れは,ス ポーツをするときの気分,チ ー
ムのコンセプ トや 日標などが該当する.そ して,ス ポーツの
イメージ語 憾 性語1と 感情を邦吉ぶモデルにより,イ メージ
語 と基本感情 とが結 びf寸けられる,そ して第3章 のモデル
を用いて,ユ ニ フォームの配色候補 を提示する.
4.1スポーツのイメージ語 と感情
まず スポー ツを行 うときの感情語 を考 える、 ここでは3.4
で まとめた4つ の グループの感情 を川 いるが,そ の ままの
言葉を川いると、スポー ツの イメージに合わないものがあ
る.そこで.スポーツを行うシチュエーションなどを勘案 し,
次のようなスポーツの感情語を定義する、
・喜 び,楽 しい,元 気
・怒 り.厳 しい
・不 安 .悲 しみ
・落 ち着 く.安 ら ぎ
→
→
→
→
楽しさ
闘争心
慎重 さ
落ち着 く
心 と各被験者の判別得点 をプロットした ものを図7に 示す.
図より,各 被験者のデータが感情の重心 に集 まり,特 徴が表
れていることがわかる,よ って,3つ の関数の判別得点 と各
感情の重心 を比較することで,選 択 された イメージ語から感
情の判別が可能であるといえる、
以上 より,3つ の線形判別式それぞれの判別得点を算出
し,3つ の値の座標点 と各感ll青の重心点 との距離を求める.
そ してこの中で距離が一番小 さなものをその時の感情である
とする、
このように して,ス ポーツに関する イメージ語 と感情 を結
びつける.
?
?
ー
?
?
?
?
?
?
?
ー
?
?
?
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?
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?
?
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?
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?
?
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図5ユ ニフォーム配色システムの流れ
不安,悲 しみを 「慎重 さ」 としたのは,不 安な気持 ちがある
ときは,行 動やプレイが慎重になると考えたからである.
次にスポー ツに関する イメージ語を定義す る,文 献[且]
な どか ら収集 したイメージ語から,チ ームの雰囲気を表す も
の と,ス ポーツのプ レイ内容を表す もの とい う2つ の基準
で,次 の15個の イメージ語 を選川Lた.
◎チームに関するイメージ語(8語)
なごやかな,さわやかな,冷静な.にぎやかな,楽観的な.
荒っほ:い,若々しい,ア バ ウ トな
◎プレイに関するイメージ語(7語)
しなやかな 大胆 な.激しい,地昧な,堅実な,スピーデ ィ
な,シ ャープな
4.2ア ンケー ト実験と数量化II類によるイメージ語 と感情
との結びつけ
4つの感情語 と15111}1のイメージ詔を使用 してアンケー ト
を行 う.ア ンケートはスポーツをするにあたって.自 分たち
でチームなどを作ることを想定 して答 えて もらう,図6に
アンケート票を示す.チ ームやプレイに対 し.そ れぞれの イ
メージを求めるか という問いに,「はい」「いいえ」の2択
で答えて もらう.ま た最後にスポーツをする ときの気持 ちと
して,4つ の感情語 か ら選択 して もらう.被 験者は男性17
名,女 性5名,計22名 で,年 齢層は18才～20代 である.
またアンケートをしやす くするため、被験者は過去に少しで
もスポーツの経験がある人に限った,
これ らのア ンケー ト結果 を,数 量化II類を用い て解析 し
た.こ れにより,選 択されるイメージ語と感情 との間のモデ
ルを作成する.数 量化II類で解析 した結果.3つ の線形判別
関数が得られた.判 別関数1と2に 関 して,4つ の感情の重
1,あ なたはチームに鯉 を求めますか
(1)はい(2)い いえ
2.あ なたはチームに遡 を求めますか
(つはい(2)い いえ
9、 あなたはプレイに皿 杢を求めますか
〔1)はい(2)い いえ
10,あなたはプレイに誼 を求めますか
(つはい(2)い いえ
16,あなたはスポーツでどのような気持ちを重要視しますか
(つ楽しさ(2)闘 争心(3)慎 重さ(4)落 ち着き
図6ス ポーツに関するアンケー ト票
●盾展情の重心
告按腔者の判別得点
日
5
4
2楽しさ
騒 ・1
謳 一一 一一一 一一 一二一 一
亟1。 一且 一6・4・2
升
一2
■
闘争心
・4
一5
一8
判 別 関数1
2●40日10
落 ち着き
図7数 量化II類の結果
慎重さ
o
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図8ユ ニフォームの配色システム
4.3ユニフォームの配色システム
第3章 の配色感情モデルと,4.2で得たスポーツの イメー
ジ語 と感情 との結び付けモデルを用いて,簡 単なユニフォー
ム配色シ ステムを構築 した.図8に 配 色システムを示す、
まず,図 の左の部分で イメー ジ語を選択する.こ こでは,複
数の イメージ語が選択で きるようになっている.「結果表示」
ボ タンを押す と,4.2で得られたモデルによ り1つ の感情が
算Illされる.そ して,感 情配色モデルより配色が選ばれ,配
色されたユニフォ・一ム候補が表示 される.
メインの位置に表示 されているのは,感 情配色モデルd司
系色相,類 似色相,反 対色相,無 彩色を含めた配色)の 分析
結果の中で一番値の高い評価値の配色である、その下の4つ
の候補は,メ インの配色以外で評価値が.h位の配色を表示 し
ている.ま た,途 中で イメージ語 を変更 し.表 示が変えられ
るようになっている,さ らに,ユ ニ フォームの上'ドの配色を
入れ換 える機能や,'ドの4つ 候補 とメインエ リアの候補 を
入れ'替え表示 させる機能がある、
表4被 験者の評価
選択肢
合っている
だいたい合っている
どちらでもない
あまり合っていない
合っていない
?
ー
?
?
一1
4
o
o
o
選択肢
適当である
適当でない
?
5
o
?
5
o
?
5
o
選択肢
使いやすかった
どち らで もなし、
使いにくかった
質問(5)
4.4シ ステムの評価と考察
5人の被験者 に,実 際 にこの システムを使用 してもらい,
評価 して もらった.シ ステムを使用 した 後に,次 の5つ の
項 日に答えてもらった,
質問 〔1)1ユニフォーム配色結果は イメージと合っていたか
質問 〔2)1結果の候補の数は妥当か
質問 〔3戸イメージ語はユニ フォームを作成時に適当か
質問14〕:イメージ語の数は適当か
質問(5ピ 本システムは使いやすいか
衰4に'被験者の評価の結果 を示す.質 問{Pの 結果 より,
被験者のほぼイメージする配色が得られているのがわかる.
5
o
o
このことか ら.イ メージ語か ら感情への結びト」'けがで きてお
り,感情配色モデルを用いて妥当な配色が提示で きていると
いえる.し たがって.感 情配色モデルを用いて配色候補 を作
成することの有効性が示せている.ま た、従来の感性二L学の
手法では,イ メージ語か ら直接配色に結び付けるようなモデ
ルが使われるが,本 稿の ような イメージ語 と感情を結びつけ
るモデルを経て,感 情配色モデルで配色を提供する手法の有
効性 も示せている.
質問{21-{5)は,ユニ フォー ム配色 システムの評価で
ある,候 補数,イ メージ語の内容,操 作性のいずれに対 して
も,良 好な結果が得られている.今 回のシステムは,簡 単な
システムであ り複雑 なことを していなかったため,被 験者が
イメージしやす く,全 体としては使いやす と評1面された と里1、
われる、 しか し,あ る被験者か ら 「候補の配色パ ターンが似
ている」 という意見が得られた.こ れは,4つ の感情配色モ
デルから候補 を選ぶため,配 色法が違 っても同 じような色相
や トー ンか ら構成される配色が上位になることが原因である
と考え られる、配 色感情モデルを効果的に利用 し,多 様な候
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補が提示で きる工夫が必要である,
今回は,第3章 で得 られた配 色感情モデルをその まま用
いているが,「怒 り」「厳 しい」のモデルは.他 の感情語 と比
べ 得られる評価値が低い傾向 にあ った,す なわち,第2章
で述べた調和する配色方法では,「怒 り」「厳 しい」の配色が
得られに くいと考えられる,「調和」以外の概念を用いた配
色も必要があると考えられる.
5.お わ り に
本論文では,感 性 にあった配色を得るために,2色 配色の
感情配色モデルの構築 を試みた.ま た,イ メージ語 と感情 と
を結 びつけるモデルと配色感情モデルを用いて配色をする方
法 を提案 し,ユ ニフォーム配色に応用 した,
感情配 色モデルは,得 られた配色によ り 「喜 び,楽 しい,
元気」「怒 り,厳 しい」「不安,悲 しみ」「落ち着 く,安 らぎ」
の4つ の藁本的な感II青にグループ分けで き,コ ンパ ク トな
モデルとして利用可能であった、また,イ メージ語群から感
情 を結びつけ,そ の感情か ら具体的な配色を提案することが
有効であることも示せた.
今後の課題 として,感 情配色モデルの有効r白な利用方法を
検討する必要がある.今 回の応用例では,最 も高い評価値の
候補 を得るためだけにモデルが用いられている.こ のモデル
をより.も う少 し違 う候補を提示することも考 える必要があ
る,応 用例としたユニ フォーム配色は,シ ステムの機能的に
はまだまだ改良の余地がある.イ ンタフェースの改良や操作
性の向.Lを日指 したい.ま た,4,4で述べた ように,調 和の
考えだけでなく別の方法での配色モデルについて も検討 して
い きたい.今 回の評価実験では,直 接的に配色感情モデルの
評価を行っていない、モデルを評価する方法を検討 し,更 な
る有効性 を示 してい きたい.
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